
第６章 生物多様性保全の取り組み 

第１節 生物多様性えひめ戦略                                

１ 戦略策定の経緯 

急速に失われつつある本県の生物多様性を保全するためには、その恵みを直接享受する地域の多

くの人々が、生きものとのつながりを理解して、その保全に様々な方向から取り組むとともに、そ

れらを守り伝えていくことが大切であり、将来にわたって生物多様性の恵みを享受して、人と自然

が共生し、豊かな自然と文化が守り育まれることが望まれている。 

そこで県では、平成17年３月に策定した「愛媛県野生動植物の保護に関する基本指針」を全面的

に見直し、今後の本県の生物多様性保全の基本計画となる「生物多様性えひめ戦略」を平成23年12

月に策定し、『伝えていこう！生きものの恵みと愛媛の暮らし』をテーマとして掲げ、「100年先

も 生きものみんな やさしい愛顔」でいられる社会の実現を、目指すべき将来像とし、生物多様性

の保全に関する様々な施策を推進している。 

２ 戦略の推進・進行管理 

本県の生物多様性を保全し、その恵沢を将来にわたって享受できる自然と共生する社会の実現

を図ることを目的に、県民、ＮＰＯ等民間団体、企業等事業者、農林水産業者、大学等教育機関、

行政などのそれぞれの主体が目標を共有し、協働・連携して取り組み、県民総ぐるみで「内なる

生物多様性」を守り伝え発展させていくために、平成 24 年４月１日に設立した生物多様性センタ

ーと連携して、平成 23 年度に策定した生物多様性えひめ戦略に基づき、調査や普及啓発等を行う

とともに、講習会等を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・えひめの生物多様性保全推進委員会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日時 場所 出席者 内容 

平成25年9月5日（木） 県庁 ９名 生物多様性えひめ戦略における重点施策の推進

状況について 
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第２節 生物多様性保全の普及啓発                              

１ 生物多様性の認知度の向上 

「生物多様性保全」は、「地球温暖化対策」と並ぶ、

国際的な環境問題のテーマであるが、「地球温暖化対

策」は、実感として理解がしやすく問題としても県民

に受け止められているが、「生物多様性保全」の方は、

なかなか理解しにくい言葉で、まだまだ、浸透してい

ない状況にある。平成24年11月に実施した県民世論調

査によると、「生物多様性」という言葉を「知ってい

る」が16.7％と、まだまだ県民への広がりは進んでい

ないことから県広報誌やホームページによる情報発信

等様々な取り組みを実施している。  

２ 生物多様性を普及啓発するためのワークショップ等の開催 

県民が生物多様性について学び、考えるきっかけとなるワークショップ等の開催を支援するこ

とにより、生物多様性の認識度向上と定着を図り、地域の生物多様性の保全を促進している。 

○内容 生物多様性に関する体験型授業等 

自然観察会、農林水産業体験、料理体験、チリメンモンスター探し、ジオパークでの自然

と文化体験、野生生物を知る勉強会、草木等を使ったクラフト等 

  ○場所 県下全域 

○対象 一般県民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成25 年度生物多様性を普及啓発するためのワークショップ等開催状況

市町名 実施回数 参加人数 市町名 実施回数 参加人数

四国中央市 3 24 内子町 3 26 

新居浜市 16 321 大洲市 2 25 

西条市 8 168 伊方町 2 21 

今治市 7 153 西予市 28 781 

松山市 43 759 宇和島市 5 85 

東温市 1 25 鬼北町 4 102 

伊予市 9 154 松野町 2 24 

松前町 8 122 愛南町 2 27 

久万高原町 6 157    

総計 149 2,992 

生物多様性に対する県民の認識度 
（平成24年度 愛媛県政に関する世論調査）
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３ 生物多様性ネイチャーマップ愛媛２０１４の作成 

   愛媛県の豊かな生物多様性を守り、未来につなげるため

一人一人ができる身近なアクションを提案する「標語」と、

愛媛県内にある14の国立、国定、県立自然公園及び、自然

環境保全地域の美しい風景を撮影した「風景写真」を掲載

し、生物多様性えひめ戦略の普及を図るマップを平成26年

３月に作成し、普及啓発を行っている。 

 ○作成部数 10,000部 

 ○配布先 県内小・中学校、高等学校、市町、ＮＰＯ等 

 

第３節 生物多様性の保全対策                                

１ 生物多様性センターの設置 

平成24年４月から「生物多様性えひめ戦略」の具体的な推進を図るた

め、希少野生動植物等の調査・研究をはじめ、情報収集・分析や標本管

理、普及啓発等を一括して行う生物多様性センターを衛生環境研究所内

に設置した。 

 

[主な業務内容] 

○レッドデータブック（ＲＤＢ）の改訂 

  平成14年度に作成したレッドデータブック（ＲＤＢ）を改訂するとともに、野生動植物の分布

情報のデータベース化を図る。 

○希少野生動植物 に関する調査・研究 

  県指定の特定希少野生動植物（ナゴヤダルマガエル等）をはじめとした、希少な野生動植物の

生息調査や保全対策研究する。 

○外来生物の生息状況調査 

  近年、県内で捕獲や確認情報が増加し、農林水産業へ被害拡大が懸念されるアライグマ・セア

カゴケグモ等外来生物の生息状況を調査し、市町の防除計画策定を支援する。 

２ 希少野生動植物の保護管理 

野生動植物を保護し、生物多様性が保たれた健全で豊かな自然環境を適切に保全することを目的

に、県内に生息・生育する野性動植物を県民みんなで守っていくための研修等を実施するとともに、

特定希少野生動植物の保全を確実に進めるため、保護管理を実施する団体に対し県が実施すべき調

査や保護管理等について委託し、県と協働で保護管理を推進する団体の育成に努めている。 

【平成25年度の取り組み状況】 

 ○ 保護管理組織等設立支援 

  ・保護区管理組織等研修会開催回数  ３回   

・保護管理組織等育成指導回数  ３回 

 ○ 希少野生動植物実態調査 

  ・ナゴヤダルマガエルのモニタリング調査等  26回 

 ○ 保護管理組織活動支援事業 

委託先 対象種 内容 

NPO森からつづく道  ウンラン・ハマビシ モニタリング、監視、啓発等 
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３ 外来生物対策 

 本県固有の生物多様性を脅かす外来生物の侵入を防ぐため、平成22年３月に愛媛県外来生物マ

ニュアルを作成し、「入れない」「捨てない」「拡げない」の被害予防３原則の周知徹底や注意

喚起に取り組んでいる。また、アライグマは、ペットが野生化し定着したもので、特定外来生物

に指定されており、県内でも、すでに四国中央市（H23年）・新居浜市（H22年）・西条市（H25

年）・東温市（H21年）・松山市（Ｈ18年）で捕獲等生息が確認されており、他に、セアカゴケグ

モは、平成26年１月に愛南町において県

内で初めて生息が確認されており、毒を

持っていることから噛まれると生命に影

響する場合があるため注意喚起を行って

いる。 

これらの外来生物によって、今後、生

態系や農作物、人体等への被害が懸念さ

れることから、チラシを作成配布し情報

収集するとともに、生物多様性センター

が現地調査を実施している。 
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